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卒業生の皆様、お元気でしょうか。
さて、関西支部の近況をご報告いたします。
関西支部では数年前より若年層の参加率を高めようと
活動の軸足を移してきました。その活動の一環で、支部
役員が卒業式に参加し関西支部をアピールする機会をいただくなど
して、新卒者のうち関西方面に就職される方々の勧誘を積極的に行
ってきました。
本年度は２年に一度の総会の年にあたりましたが、昨年４月９日に
大阪市内の会場を借りきり、総会を開催（全体で40名）するなかで
新卒者歓迎会も同時に催しました。新
卒者としても７名の参加者があり大い
に盛り上がりました。参加者の皆様に
はこの場をお借りしまして、あらため
て御礼申し上げます。

今年３月の卒業式にも、新卒者の積極的な協力をいただけるような
のでぜひ参加し、このつながりを継続できるよう支部として活動し
ていきたいと思っています。皆様のご支援・ご協力をよろしくお願
いいたします。
ご報告：関西支部では活動の一環としてホームページを立ち上げま
した。まだまだ情報が十分ではありませんが、一度覗いてみてくだ
さい。内容は追って充実させたいと考えていますが、最終的には皆
様の特に関西エリア在住の皆様の情報交換の場に成長させることが
出来たらと考えています。構成のアイデア等も含め、皆様のご投稿
をお待ちします。よろしくお願いいたします。

http://konton-kansai.com/

当支部は平成４年に正式発足し、自分は2004年10月に
支部長を拝命？した四代目の支部長です。いわゆる同
窓会としては歴史も規模もまだまだですが、しかし確
かな一歩を踏み出せていると思います。

さて、私たち新役員は昨年３月に前任の役員か
ら実務引継ぎを行った後、ほぼ月一回のペース
で役員会を開催、様々な課題について議論を重
ねてきました。そんな中で今年最大のテーマは
『新社会人懇親会』の開催でした。ところが準備
段階では「一体、新社会人はどこにいるのか？」
「連絡方法は？」等と言った議論や戸惑いを感じ
ながらの手探り状態が続きました。
しかし悩み、苦労した甲斐もあってようやくの開催にこぎつけまし
た。11月26日（土）の夕刻、場所は『晴海トリトン』。この施設・
エリアは環境８期生の伊奈氏が年月かけて開発から建設・運営管理
までのプロマネを担当したものです。彼の好意により懇親会に先立

って『トリトン見学会』と、それにまつわる貴重な『講演会』も実
現できました。参加者の反響は大きく、講演ではスケールの大きな
プロジェクト開発の苦労話に聞き入り、実際に巨大な模型を目にし
た時には、一同、感嘆の声をあげた程でした。懇親会の方も新社会
人を中心に大いに盛り上がりました。また、２次会にも殆ど全員が

参加するほどの盛況裡に終えること
ができました。
当日の参加者は総数で約70名。予想
を超える参加数で役員一同感激しき
りでした。本部・福岡から藤田会長、
清須美教授もかけつけてくれ、同期

生同士は勿論、先輩後輩のコミュニケーションも大いに深めること
ができたと思います。やはり同じ塩原の地で学んだ者同士、‘初対
面’でも同じDNAを持ったどこか気の許せる兄弟のようなものなの
でしょう。会の終り頃に誰かがつぶやいた「芸工大は不滅だな」の
言葉が印象的でした。今後このネットワークを拡げ、活動を盛り立
てていきたいので、会員の皆さんのご理解と参加、コミットを切に
願っています。
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ここ10年ほどの間に、名簿の整備や、リメンバーの定
期発行といった本部が提供するベーシックサービスが、
定着してきました。ホームページも充実してきており、これもその
一つと考えるならば、これらをコアとして、さらに充実させること
が、会員相互の連帯感醸成に結びつくのではないかと思います。何
かあったときに、同窓生同士でどのようにサポートしあえるのか、
同窓会活動をどう利用できるのか、この辺をきちんと整備しておく
時期がきたと思っています。
各支部においては、若年層の参加が大きなテーマです。関西支部の
お花見の会や、関東支部の新卒者歓迎会は、慣れない土地に着任し
てきた新卒者にとっては、心強いものでしょうし、各支部の活動も、

これらの若い力によって、さらに活性化を期待できるのではないか
と思います。本部としても、在学生は準会員という再認識のもと、
3年前より、在学生に対するサービスを強化しています。その柱が、
学科毎の「私の仕事　Live版　芸術工学座談会」です。まだ、3回
の開催（学科によっては2回）であり、運営手法を模索しながら、
今後、ますますの充実を図るつもりです。このように在学中から、
同窓会活動に慣れ親しむ状況を作り、どしどし若い力を取り込んで
いくことが今後のテーマの一つだと考えます。
もちろん、これらの活動の基盤となる資金面についても考えていく
必要があります。九大との統合によって、一時的に会費の徴収率が
下がりましたが、本年度は回復傾向です。昨年度に立ち上げた会費
管理のワーキンググループにおいて、引き続き、効率的な徴収法や
運用について検討を続けていきます。


